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国
連
の
特
別
報
告
者
と
国
連
の
総
意
に
関
す
る
質
問
主
意
書

五
月
二
十
七
日
、
Ｇ
�
で
イ
タ
リ
ア
に
訪
問
し
た
安
倍
首
相
は
、
国
連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
と
会
談
し
た
。
こ
の
会
談

の
概
要
は
一
斉
に
報
道
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
、
国
連
人
権
理
事
会
の
特
別
報
告
者
の
問
題
が
言
及
さ
れ
た
。

例
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
「
グ
テ
ー
レ
ス
氏
は
、
各
国
の
人
権
状
況
を
調
査
す
る
国
連
人
権
理
事
会
の
特
別
報
告
者
に
つ
い

て
、
国
連
と
は
別
の
個
人
の
資
格
で
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
主
張
は
必
ず
し
も
国
連
の
総
意
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い

う
考
え
を
示
し
ま
し
た
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

外
務
省
の
公
表
し
た
「
安
倍
総
理
大
臣
と
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
と
の
懇
談
」
に
お
い
て
も
、
「
安
倍
総
理
か
ら
、
国

際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
の
締
結
に
向
け
た
日
本
の
取
組
に
つ
き
説
明
し
ま
し
た
。
こ
の
関
連
で
、
先
方
は
、
人
権
理
事
会
の
特

別
報
告
者
は
、
国
連
と
は
別
の
個
人
の
資
格
で
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
主
張
は
、
必
ず
し
も
国
連
の
総
意
を
反
映
す
る
も
の
で

は
な
い
旨
述
べ
ま
し
た
」
と
明
示
さ
れ
た
。
五
月
二
十
九
日
の
参
議
院
本
会
議
で
岸
田
外
務
大
臣
も
、
「
特
別
報
告
者
と
は
、

特
定
の
国
の
状
況
又
は
特
定
の
人
権
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
関
し
調
査
報
告
を
行
う
た
め
に
、
人
権
理
事
会
か
ら
個
人
の
資
格
で

任
命
さ
れ
た
独
立
の
専
門
家
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
�
タ
オ
ル
ミ
ー
ナ
・
サ
ミ
ッ
ト
の
機
会
に
安
倍
総
理
と
懇
談
し

た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
も
、
人
権
理
事
会
の
特
別
報
告
者
は
、
国
連
と
は
別
の
個
人
の
資
格
で
活
動
し

一



て
お
り
、
そ
の
主
張
は
必
ず
し
も
国
連
の
総
意
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。

他
方
、
国
連
Ｈ
Ｐ
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
は
、“R

egarding
the

report
of

Special
R

apporteurs,
the

Secretary−

G
eneral

told
the

Prim
e

M
inister

that
Special

R
apporteurs

are
experts

that
are

independent
and

report

directly
to

the
H

um
an

R
ights

C
ouncil.”

（
特
別
報
告
者
の
報
告
書
に
関
し
て
、
事
務
総
長
は
首
相
に
対
し
、
特
別
報
告
者

は
独
立
し
て
お
り
、
人
権
理
事
会
に
直
接
報
告
す
る
専
門
家
で
あ
る
と
述
べ
た
）
と
示
さ
れ
て
、
国
連
の
総
意
で
あ
る
か
否
か

に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
日
本
国
内
で
な
さ
れ
た
報
道
と
国
連
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
に
は
整
合
性
が
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
政
府
の
見

解
を
確
認
す
る
た
め
、
以
下
質
問
す
る
。

一

政
府
は
、
「
国
連
の
総
意
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

外
務
大
臣
は
、
「
安
倍
総
理
と
懇
談
し
た
ア
ン
ト
ニ
オ
・
グ
テ
ー
レ
ス
国
連
事
務
総
長
も
、
人
権
理
事
会
の
特
別
報
告
者

は
、
国
連
と
は
別
の
個
人
の
資
格
で
活
動
し
て
お
り
、
そ
の
主
張
は
必
ず
し
も
国
連
の
総
意
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
答
弁
し
て
い
る
も
の
の
、
国
連
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
内
容
は
、
国
連
の
総
意
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は
非
常
に

重
要
な
点
で
あ
り
、
国
連
が
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
こ
の
「
国
連
の
総
意
」
を
明
示
し
な
か
っ
た
の
は
、
そ
も
そ
も
グ
テ
ー
レ

二



ス
事
務
総
長
が
安
倍
総
理
と
の
会
談
の
中
で
、
「
国
連
の
総
意
」
に
関
す
る
発
言
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
グ

テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
、
確
か
に
、
「
そ
の
主
張
は
必
ず
し
も
国
連
の
総
意
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
の

か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

日
本
は
現
在
、
国
連
人
権
理
事
会
の
理
事
国
で
あ
る
。
こ
の
理
事
国
に
は
、
人
権
理
事
会
の
運
営
を
主
導
し
て
い
く
と
と

も
に
、
世
界
的
に
高
い
人
権
水
準
を
維
持
し
、
世
界
に
範
を
示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
日
本
政
府
は
、
こ
の
人
権
理
事
国

の
選
挙
へ
の
立
候
補
に
あ
た
り
、
「
世
界
の
人
権
保
護
促
進
へ
の
日
本
の
参
画
（
和
文
骨
子
）
」
（
平
成
二
十
八
年
七
月
十

五
日
）
を
公
表
し
、
「
国
連
人
権
高
等
弁
務
官
事
務
所
や
特
別
手
続
の
役
割
を
重
視
。
特
別
報
告
者
と
の
有
意
義
か
つ
建
設

的
な
対
話
の
実
現
の
た
め
、
今
後
も
し
っ
か
り
と
協
力
し
て
い
く
」
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
を
踏
ま
え

れ
ば
、
む
し
ろ
積
極
的
に
「
特
別
報
告
者
と
の
有
意
義
か
つ
建
設
的
な
対
話
の
実
現
の
た
め
、
今
後
も
し
っ
か
り
と
協
力
し

て
い
く
」
べ
き
で
あ
り
、
国
連
の
総
意
で
あ
る
か
否
か
は
別
問
題
で
あ
ろ
う
。
日
本
政
府
の
姿
勢
は
国
連
の
人
権
理
事
国
と

し
て
不
適
切
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

政
府
の
い
う
「
そ
の
主
張
は
必
ず
し
も
国
連
の
総
意
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
」
か
否
か
に
関
わ
ら
ず
、
日
本
政
府
は

国
連
人
権
理
事
会
の
特
別
報
告
者
に
対
し
て
、
反
論
の
書
簡
を
送
る
の
で
は
な
く
、
ケ
ナ
タ
ッ
チ
氏
の
訪
日
を
迎
え
入
れ
る

三



な
ど
、
ま
ず
真
摯
に
話
し
合
い
に
応
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

四


